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科 目 教養科目（保育士） 

系 列  

一 般 目 標 

今日の「社会と教育」に関連する国内外の諸問題について、現状及び課題を認識し、その解決策を

考察できる能力の習得を目指すことを全体目標としている。 

2017年３月告示の次期学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程の実現」や「よりよい学校教

育を通してよりよい社会を創る」理念の共有が提唱されているように、「教育と社会」についての理

解は、これからの学校づくりに必須である。本講義では、日常の身近で具体的な事例に注目して、

「教育と社会」をめぐる今日の問題状況と課題について理解することを目標としている。同時に、

教職課程の諸科目のうち、「教職概論」（教職の意義及び教員の使命等）並びに「教育制度論」（教育

の社会的、制度的及び経営的事項）の理解に必要な基礎的･基本的知識の習得に資することを意図と

している。 

到 達 目 標 

以下の諸点を理解し、かつ、家庭・学校・社会・国家の関係について理解することを到達目標として

いる。 

(1)児童生徒の変化と学校の課題 

(2)学校における安全・安心、児童生徒の人権教育、学力向上等の取り組み。 

(3)教員をめぐる状況と課題。 

(4)経済と教育、憲法と教育との関係。 

(5)家庭・学校・社会・国家の関係を理解している。 

授 業 の 概 要 

講義では、次の点に留意した概要の授業を行う。 

１．「教育と社会」に係る諸問題の現状と課題及びその解決能力の育成に資する内容の取扱い。 

２．国の教育振興基本計画及び中央教育審議会答申並びに学習指導要領の理解に資する内容。 

３．宮崎県教育振興基本計画の理解に資する授業の内容と方法。 

４．新聞等の情報の活用 

ディプロマ・ポ

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢１.社会・教育等に関連する国内外の様々な

問題について、現状・課題を認識し、その解決策を考察できる能力を身につけている。｣を育成する

科目として配置している。 

授 業 計 画 

第１回：「教育と社会」についての課題意識の涵養と学習方法等についてのオリエンテーション（目

標(1),(2),(3),(4),(5)） 

第２回：不登校・中途退学・いじめと学校の取り組み（目標(1),(2)） 

第３回：安全・安心の学校づくり―体育・部活と安全教育（目標(1),(2)） 

第４回：安全・安心の学校づくり―学校における居場所づくり（目標(1),(2)） 

第５回：人権教育の推進―子どもの最善の利益及び意見表明権の保障（目標(1),(2)） 

第６回：人権教育の推進―多様な性とジェンダー教育（目標(1),(2)） 

第７回：人権教育の推進―児童虐待・体罰防止の取り組み（目標(1),(2)） 

第８回：学力向上への取り組み―日本における学力格差是正の取り組み（目標(1),(2)） 

第９回：学力向上への取り組み―海外における学力格差是正の取り組み（目標(1),(2)） 

第１０回：学力向上の取り組み―新しい学習指導要領（目標(1),(2),(5)） 



第１１回：教員をめぐる状況―教員の不祥事と対策の現状（目標(3),(5)） 

第１２回：教員をめぐる状況―教員の勤務実態と働き方改革（目標(3),(5)） 

第１３回：教育と福祉：貧困と子ども食堂（目標(4),(5)） 

第１４回：教育と福祉：教育の機会均等の原理と教育費保障（目標(4),(5)） 

第１５回：まとめ 

よりよい学校のためのよりよい社会づくりに向けて（目標(1),(2),(3),(4),(5)） 

※授業形態は講義とするが、講義目標及びアクティブ・ラーニングの達成に向けて、グループでの

演習、討議等の対話、プレゼン等も適宜導入する。 

学 生 に 対 す る 

評 価 

〈成績評価の基準〉 

レポート50％(プレゼンテーションを含む)、期末試験50％で総合的な評価を行う。 

〈成績評価の方法〉 

上記の総合評価で行う。 

総合評価が60点以上を合格とする。 

なお、レポートは授業中あるいはオフィスアワーに返却、また試験については、解答（例）を提示す

る。 

時 間 外 の 学 習 

に つ い て 

（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。） 

事前学習： 

・新聞、テレビ等を通して「教育と社会」に関する日常的な出来事を把握しておこう。 

・自分にとっての家庭、学校、社会の存在、自己形成に果たしている三者の役割について自覚を深

めよう。 

事後学習： 

・授業を振り返って次回の講義に備え、友人等との対話を通して意見・情報を交換してみよう。 

・学習内容に喚起された自分認識の深まりや考え方の成長過程を自覚的に把握してみよう。 

テ キ ス ト 講義資料を授業時に配布する。 

参 考 書 ・ 

参 考 資 料 等 
授業中に適宜掲示する。 

担 当 者 か ら の 

メ ッ セ ー ジ 

〈履修上の注意事項及び教室外における準備学習などの指示〉 

上欄の事前・事後学習に努めること。 

オフィスアワー 毎週火曜日 13:00～14:30 

 


